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aは実数とし，xに関する 2次方程式
x2 + ax + (a − 1)2 = 0

は相異なる 2つの実数解をもつ。 2つの解の差が整数であるとき，aの値を求めよ。

出典：2005年 千葉大学

解答
2次方程式 x2 + ax + (a − 1)2 = 0の判別式を Dとすると

D = a2 − 4(a − 1)2 = −3a2 + 8a − 4
であり，相異なる 2実数解をもつことより

D = −3a2 + 8a − 4 > 0
この範囲のもとで，2実数解は
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D が整数(Dが平方数)であるとすれば
D = −3a2 + 8a − 4 = 1

となり，
3a2 − 8a + 5 = 0
(a − 1)(3a − 5) = 0

∴ a = 1 または 5
3

(答)


